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先月の振り返り: 5月のドル円相場は、110円前半～114円半ばで推移。前半は強い米国経済指

標にささえられるようにドル高基調となり、さらにフランス大統領決選投票で事前の予想通り

マクロン氏が勝利したこともありリスク選好ムードとなった。その後も要人がドル高を支持す

るような発言もあったこともドル高の追い風となった。しかし、月半ばにはトランプ大統領弾

劾の可能性が出始めたことにより一気にドル売りが加速し、それまでの流れが一変した。月末

にかけてはドル売りとはならなかったものの、毎週のように北朝鮮がミサイルを発射している

ことや欧州での続発しているテロなど地政学リスクがあり、売られては買い戻されるという一

進一退の流れが続くこととなった。
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  米ＧＤＰ確報値

　ＡＤＰ雇用統計

　米雇用統計

今後の展開: トランプ大統領について弾劾訴追の可能性が取り沙汰されてきた。
米国大統領選挙に絡んだ疑惑が次々と出てくることにより政治的リスクが強まっ
てきている。一部ではニクソン大統領が辞任に追い込まれたウォーターゲート事
件になぞらえてロシアゲート事件と呼ばれるなどしているが、実際に訴追までさ
れるかどうかは不透明だ。万が一、訴追ともなれば株が暴落してもおかしくな
く、マーケットに大混乱を招きかねない。また、北朝鮮のミサイル発射や欧州各
国で頻発しだしているテロなどの地政学リスクも台頭しており、現時点において
は経過を見守るしかないが、大きな動きに対処できるポジションを取っておきた
いところだ。
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


